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難治性の頭痛、頚部痛やめまい、耳鳴り、視機能障害、倦怠感など様々な症状を訴える疾患です。外傷が原因で生じる外傷性と、原因不明の特発性の場合があります。��本症は、画像上、異常所見を呈する事が少なく、自覚症状が主体のため、理解が得られにくい疾患です。しかし、その症状は時には非常に辛く、根性だけはでは誰にも負けない、と自負しているような方々でさえ、日常生活にも支障を来たす事があります。さらに、医療従事者や周囲から理解されない事が多く、精神疾患などと判断される事があります。実際、心療内科を紹介され、通院されている方々も散見します。





交通事故や何らかの外傷後に難治性の頭痛などで仕事や生活に支障をきたしている方は、この病気を疑い適切な検査を受けることが大切です。








参加申し込みは、下記の連絡先までお電話で。ＦＡＸの場合は氏名、電話番号を明記してください。








脳脊髄液減少症とは　（山王病院および高橋浩一医師ホームページより一部を抜粋、改訂）


　





連絡先　　　群馬県難病相談支援センター


371-8511　前橋市昭和町3-39-15　群馬大学医学部附属病院内


電    話   ０２７－２２０－８０６９　ＦＡＸ　０２７－２２０－８５３７





主催　群馬県難病相談支援センター


共催　藤岡市教育委員会、群馬県脳脊髄液減少症患者会、群馬県難病団体連絡協議会


後援　群馬県





内　容  「脳脊髄液減少症」について


講　師　　高橋　浩一 医師


（医療法人財団　順和会　山王病院　東京都港区赤坂８－１０－１６）


　　　　　　　


場　所　 群馬県社会福祉総合センター（前橋市新前橋町１３－１２）


　　　　　８階　大ホール


日　時　 ９月 ２日（木）　午後2時～午後4時


対象者　 療養者・家族、教育関係者、支援者など


参加費　 無　料


申し込み期限　　8月30日（月）　（事前に予約をお願いします）





専門医による医療講演会を開催します





医療講演会開催のお知らせ  








Gunma Intractable Disease Support Center    
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